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一言{列

本書は、水環境盤備事業烏帽子地区町溜池晶体楠水防止前はがね土採取の工事に先立ち、1 

諏訪地方事務所内書託をうけて海士見町教育要員会が実施Lた、調柱尾椙遺跡の尭掘調査報

告穫である。

尭掘調査をおよび皇室理作業は、平成9年 7月31日から平成10年 3月20日まで行われた.2 

尭掘闘査は樋口誠司 小松隆史が担当し、本告の執筆および量刑図的作成は小松隆史が行

った.

3 

紙散の割合上遺構町実制図を倭先し 写真および遺物の軍制図は最小限にと rめた.4 

本報告にかかわる出土品儲記揖は井戸尻考古館が保管している.5 

調査中、出土Lた骨について、富士見高原病院院長井上懲昭氏ならびに JA諏訪みど り高6 

産センタ 荷酉博士民に鑑定していただいた.記して甜立を表するものである.

「動物遺存体からなにがわかるか， '新Lぃ研究法は

3 

p.120の図 2をトレース後転載した.1995刊クパプロ

1989 国6の馬の骨絡図は、松井章

考古学になにをもたらしたか』
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1 遺跡の環境と調査の経緯

遺跡と理境 遺跡はふ宍集落の北、八ヶ岳から盟やかにのびる、通称舗ももEにある.

'" 字は手自というが、この尾根町南西に館座する小六町氏神、柏尾祉の御桂がこの属植を曳行さ

れることからこう呼ばれる.尾拙幅は最大100mを削るが、過去の基盤鐙備事業で、車軸をか

なり削られたらしい.

御柱昆祖遺跡は以前から縄文中期と平安時代の遺物の出土する遺跡と Lて知られており、か

つては矢じりなどがたくさん拾えたとのことである.基盤準備事業で削られた南東向き丹斜而

にも、遺物がかなり見られたよヲである.

調査の経樟 間査の対象となった場所は尾根内末端に近い東南向きの担割商である.水環

境整備司王某烏帽子地区溜池袋体工事のはがね之の適当な揖取地がこの場所以外に見つからなか

ったため、長野県教育委貝会 諏訪地方事務所富士見町教育委員会町三者て常渇曜を行い、 工

事に先立ち尭掘調査をすることとなった.

o SOOm 

第 1囲御柱尾恨遺邸付近地形図(1:5，0刷
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1 織色土

2 ロームまじり略絡色土

2' ，よ，明るい

3 略褐色土 ロームプロック多い胤3
4 ロ ムまじり思褐色土

5 ロ ムまじり斜色土， ~孫したハ ドロム

" ，治情.れてカきついている

7 炭混じり鳳俗色土 ローム若干合唱

a ローム多〈混じる暗椅色土

， 1に似るロム多い

10 首握。気多い降灰褐色土

U ロ ムプロ yク#常に多い時褐色

12 石灰と納土を混ぜて掴めた土

13 小指先大の石灰 ローム含む粘土

M ロ ム'*'昆ヒりの風色土

第 3園小竪穴(I ω} 上段左から 1. 2.3. 4 ~予下段左から 5.6.7 号

2 遺構と遺物

小竪穴

計8基が尭且された.うち 5基は縄文時代の陥L穴である。全体町プランは畏楕円形または

長方形て二底に小穴をもつもの(l'2号)、内叩に胡制した 2本町杭跡をもつもの(4号)

無穴のもの (3'5号)に大別できる. 1 -3号は上部を削られており、笑障はもヲ少し深か

ったことが鍛察される. 5号は幅が狭〈、ロームの崩落が見られない.埋没後に、揖い盟状の

穴がそのよ部に侶られているが、この穴の時期は不明である.

6号は揖く、用途の不明な穴. 7号は近ー現代町肥溜穴で、下肥の漏洩を防ぐため、壁と底

は、石駅と桔土を混ぜたもので塗り固められている.

8号については後述する。
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第 4図 H-l号住居祉(l ω}

本住居祉は調査区南寄りに位置する。パ yクホーにより表土を除去すると、方醇町黒色土町

落ち込みが現れ 土師器町小片が発見されたため、平安時代的住居祉であると確認、 H-l号

住居祉とした.

黒柑色土で埋まっていたが、監穴中央やや北寄りに直在 2m程的問形町撹乱穴があり、ロ

ムのプロ yクを多量に含む烈色土で埋められていた。住居は 辺 3m20cmほどで、上部は削

られており、暁存部は捜かった。

竃は、柚も火床面も暁きれておらず、熱により硬化Lたロームが輸出されただけだった。撹

乱穴が掘られたときに破壊されたと思われ、省内柚石なども、住居枇内には企〈残されていな

かった.周溝が全周確認できたが、柱穴ははっきりしない.

遺物は完形、もしくは克形に近い土師器内勾くが量点と、須恵器の1不蓋などが出土Lた。特に

竃爾倒的穴には躍が入っていたが、これを取り除〈と完形円高台付き皿が且つかった。その地

破片になってLまっているが、撹乱穴から出土した遺物も多い.
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第 5国 H-1号住居祉1ll土遺物{1: 3) 

左列上から 1-2.3.7・9 右列上から 4・5-6・8.10

本急上出土町遺物は、 土師器内"'-皿がはとんどで、破片を合わせて全部で17醐休分が判別で

きた.灰軸陶器は尭見きれなかったo 1 -7は土師器内伴、または皿. 1は内瓜で、 ロ昏部に

漆のような黒色顔料が塗布された寵跡がある. 2は内 外商に成形時のナデの痕跡が強〈鴎る.

3も内然だがススの吸着不寸分で灰色. ミガキ痕あり 4は内黒円高台皿.細いミグキ症あり.

高台は貼ワ付け高台 5は内瓜で、燈芯拍車と治煙が遣ったすすけの跡が見られる. 3条町沈

線が縦方向に施きれているが、意味は不明. 6 Iま向車内高台皿 7は内黒だがスス町岨婚不十

分で全体的にチョコレ ト色.ミガキは故射状に、右回りで曹に施されている. 8は須恵器

町原藍。屑部にへラケズリ伎. 9 Iま土師器2車内底部.底内醐iま螺旋状に中央が高い.lOは須恵

器壷町破片園周師に一部、白熱軸の躍着が且られる.

不や皿の特世から、lO世紀第3四半期に屈するものと考えられる.
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第 6国 8号小竪穴 (I: 40) よ桝観喫fj:p.7に観ずる.

8 号 小 笠穴

~ 

". 一

8号小竪穴は、調査区南問に位置する.拡大~人町胴はどの躍が計10聞折り置なるように

暗認され、底から大腿骨と忠われる骨が，'.lli.したため 墓穴であることがわかった.当初は人

骨かとも思われたが、その後円調査で、 .W，の骨であると判断された.穴は佳130cm 深さ90

cm町円形で、底には板町痕跡が見られ、周1M状の〈ぼみがめぐっていた.出土遺物は撒小な

控付瞳器内破片と醐器小片 i札若干の木村がある.時期はこれら町染付などから近現代の

ものだ?と推制できるが、この染付町小破片は摩滅が者l<特定できない圃埋葬された馬町tlの

ゆで消化されたものだろうか.

馬町骨は体の左半身内一部しか出土せず 骨格的qtで"'Itりにくいはず町悔や脊維が全〈認

められなかった.これは埋葬時に頭部などがなかった可能性を示している.

一般にこの地方では馬が死ぬと “国捨て場"といヲ村町共有地に雄貌するのが過倒で、近年

まで、遺跡から東南へ1400mほど離れた林野がその場所であった.この甚穴町場合、 “馬捨て

場"ではない 村に近い尾紐であるという卓、柵に入れで丁準に脱税されたことが推加できる

こと、休町一部しかなかった可能性などから特院な倒だといえる.
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図版 I

遺跡金卦 {東より}

間益風景惜よ'))
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図版 2

I-I-}号住居枇 (耐西よゆ}

2号小笠穴 {北東よ 'IJ 3号小銭穴 (北東よリ)

4号イ、竪穴はより} 5号小竪パ (北西よ '11
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図版 3

8号小髭八 石の出土状況 (北東より}

8号小竪穴骨のI~土状況 (北西より}
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図版 4

H-l号伎府社 1 日-1号住居祉 2 

H-]号住間.l 3 H-1-f}住居枇 4 

1-1-1号住居枇 5 H-]-I}住居祉 9 

H-l号住居松 8 8号小竪穴出土陶健器
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